
 

国土強靱化 民間の取組事例 370  地域との連携 

地域を守る！ ▶地域との連携 22 自然災害や火災を防いでいる 

370 液状化土砂を活用した「うらやす絆の森」づくり 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

公益財団法人イオン環境財団 
【平成 28 年】 

5040005003849 その他事業者 
【複合サービス事業】 

千葉県 

1 取組の概要 

  浦安市は、東日本大震災により埋め立て地を中心に液状化の甚大な被害を受け、その際に噴出し

た大量の土砂の処理が深刻な課題となった。「うらやす絆の森」植樹は、その土砂を沿岸部植樹

の土壌基礎として有効活用し、地域の気候に合った多種の樹木を植えることで緑の防潮堤として

機能させ、憩いの場となると同時に、万一高潮が起こった際に被害を軽減する減災効果を期待す

るものである。公益財団法人イオン環境財団は浦安市と協力して、3 年間でのべ 1,800 人、計

18,000 本の植樹を行った。 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 都市環境向上と減災を両立させる緑化推進 

 同事業は、液状化現象で発生した噴出土砂を有効利用してマウンド（土塁）を築き、20 種類の

樹木のポット苗（ビニールポットで育てた樹木の若木）を植え、人工的に森をつくる事業であ

る。これにより、市民の暮らしに潤いをもたらし、都市環境を向上させる他、風や潮、台風によ

る高潮等の自然災害を軽減させる減災効果や、引き波の時は漂流物等が海に流れ出ることを最小

限にとどめる効果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

植樹活動を通じた防災・減災教育 

 小学校 1 年生から中学校 3 年生までの子どもたちが環境に関する様々な活動を行っている、地

域の「イオン チアーズクラブ」をはじめ、多くの子どもたちやボランティアの方々が参加し、

「うらやす絆の森」植樹の意義や目的、防災・減災について学びながら、植樹を行った。 

▲噴出土砂を有効利用したマウンド ▲沿岸部の緑化と高潮時の防災対策 
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3 取組の平時における利活用の状況 

  植樹した沿岸部は市民ランナーのランニングコースにもなっている。今回植樹した苗木がやが

て森となり、都市生活に憩いや潤いをもたらすことが期待される。 

 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  みどりの防潮堤として、海からの強風や潮風を和らげ、万一、高潮が起こった場合はその被害を

軽減する減災効果が期待できる。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  森ができることにより、地域緑化の推進に寄与する。 

 植樹にはたくさんの子どもたちも参加しているため、自分たちが森づくりの一端を担っている

という思いが、浦安への郷土愛を育むことにつながる。 

 

6 現状の課題・今後の展開など 

  同財団では今後も、植樹活動を積極的に実施していく。また、生育後の除草作業や潮風対策に関

して、地域との連携を図ることにより、行政だけでなく、地域全体で森づくりに取り組んでいき

たいと考えている。 

 

7 周囲の声 

  3 年間、浦安の植樹に参加した。子どもと一緒に楽しみながらできたので、今後もぜひイオンの

植樹に参加したい。頑張って植えたこの木々がどのように育つか楽しみ。（参加者） 

 

▲地域住民、ボランティアの方々が参加 ▲「イオン チアーズクラブ」の子ども 
たちによる植樹説明 


